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　　　　　甲　南　よ　り

　山本先生

　勢頭に喜こぼしい星四々掲げて，滞洲

に於ける御研究の御成功な御祝申上ま
す・

　「天界」な始めtし，或lt科學知識或ば

科壁書召次で薪聞に於てヰンネケの來訪

か知つナこ時私の心itN．“んなに躍つナこか知

れまNん．父がHalleyの亘｛豊な見ナこ話

准私に聞かぜる時に私ばこんなにか回し

がつずここミでぜう．ヰンネケた私が見得

る幸輻四戒に持つこSが出來るピ考へま

し歪その裏薔に於て，日本の六月の氣象

に如何に私な脅かし，且つ座上ぜしめ才こ

か知れまぜん，Radio或に新聞で天氣豫
報な知り26日の「曇一時晴」な如何に善意

に解し7こでぜう．けれこも悲しいかな26

日の夜に曇でしすこ．

　27日蜜なりましすこ朝起きれぽ地上itms

れてるるでにありませんか・落懸のドン

底に隔つナこ私匡勿論學校へ村域を持って

望塾りましナ：．翌28日な一縷の望Sし¶てる

ましナこら何t不思議S云へば不思議程空

にすっかり晴れましナこ．

　近所に百瀬謄學博士が望蓮鏡た持って

居られるミ云ふこミな聞きましナこので，

直ぐに電話をかけて「今夜お弔問に上ら

ぜて戴いてよろしいですか」ε与れまし

7：ら快諾なされ，大喜びで父な始めtし

弟，妹，義兄ピ近所の方一人が行くこS
に重りまし7こ・十eVl：行く約束が待ち切

れす1：9時過に出かけましア1・

　口裡2・5吋位で匿ないかご私1工．思ひま

しずこ・幸に露墓を天文観測の71めに作ら

れ7：ものです．Eyepieceに25倍t50倍
の亡二っありまし7こ・25倍の方な付けて

待ってるましカが，東の方lt霞がかSつ

て中々見えまdん・待つ時間に土星の観

測なやろのがよいピ思ひまして，早速そ

れな實行しまし7こ・RingカSよく見ゑナこの

に大攣嬉しう御座いました・そして色々

の事について簡軍な説明な致しまし7：・

　「見付かつた，・・………」

ミの叫に父の口から襲ぜられまけこ・父

匡先から8倍の双眼鏡で東の方な探して

みたのです・早速私もその方た注識しま

しナニが，矢張り霞がb’　Sつて，匡つきりし

まdんでしナこが，ぢつご見てゐますεご

うもそれらしいのです・「古賀恒星圖」に

謝照して見ましナこら丁度赤溢に接する位

の所で，EquuleusのY窪溜a：L？，それ
から問題の星ε思にれるもの定Aquarius

のβピが略等しい間隔た以て且つ略同一

直線上に亡んでみるのな見ましすご・零梅

で見ます亡星圖のM2　S云ふのがありま

すが，それでにないこビが分りましナ：・

こうしても1此の瀞一ソtし兎ものに違ひ

ないS思ひまして早速其位置な記録しま

しナこ・こうmpら駒ではなくして水瓶の中

潜蓮行中だらうE思ばれます・百瀬博士

ば鯨程大きな期待な持ってるられた様で

すカミ，その賜りに稀薄なの｛こ失望してゐ

られましナこ・けれご私にピつてに之れ以

上の満足（望めば望めますが）4r望まうミ

に思ひまぜんでし7；・

　博士も副院長も天文學の事々知らない

人なので其庭に居ナこ九人の方に多少，色

々なこ亡た説明し且つ色々の御質問にi封

して出向得るだけの御解答な致しましすご・

　こんな揚合に知ってみろ限りのこ亡に

設明し馬丁質問に癒じますがその一言一

句には責任があろミ私it思びます・云ふ

だけのこビば云ってしまって後になって

今自分の云つ7：こ定が疑しうなるこ亡が

幾度かあります・そんな場合ば家へ図る

まで心iEで心配でなりまNんが，家へ四

って，すぐに色々な本な見て「あvよか
つ字こ昇釘違；ひばなかつナこ」亡云ふ畔に＝それ

は如何に私の勉強になるか分りまぜん・

そのこt（t一’生涯忘れまぜん・云ふ一言

一句に責任准r感じ唱て注意し闇て云ふ時i：汝a

何に私にtつて勉強になり，且つ記憶ゐ9

確實にならしめるか知れまぜん．

　望蓮鏡；艶になれるのが如何’に悲しか

つナこか分りまぜんが，時間も大分立って

みるので失禮ぜねばなりまNんでけこ・

丁度十一時に四二し豪し7こ・そして家へ

麟って早速今日お話し7ここビのおさらへ
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潜して色々の
本ゐ9見ましナこ・

　時既に11時

20分ですが僕

に寝るにに鈴
リ［こおしレ■．

叉濁りで見ろ

よりも，一人

でも多くの人

に見ぜて上げ

tこいiSl思びま

して，直ぐに

近所に居る姉

㊦所へ行きま
して，寝て～Dるの｝態六Sき起しましナこ・

此の義兄も亦，先に一緒に観測に行った

義兄に負けす劣らす星好きで「星座の圖」

か以て空嘆ながめてlt子供に教へてるろ

のです．僕がナこyき起しに行くまでにヰ

ンネケ為g探してゐナこのださうですが．到

々探されすに悲観して寝ナこ所なので，僕

存大いに歓思してくれましブZ・姉も起き

て來まけこ・二人の喜びピ云つ71ら今だ

に其顔が見えます・斯うして11時ζ0分ま

で見てゐ衷しすご・（小泉功）

　　　　　慶州　よ　り

　山本一清様
　葬啓，小生，今回，温州博物館内渡理

丈賊難に，中門在學當時，修學旗行の際

薪羅王朝のお話に預りまし六緑よリ，同

地の薪羅時代に於る天文學の事蹟に就き

御尋ね申上げたる庭，氏より御返信有り

同地唯一なみ天交史上の古蹟，繕星豪の

爲眞紬葉書，並に日時計噺片上圖）の観

楓篇一葉御職付被下ましすこので・藪に是

た敢取す本部の皆様に御職りします・

　そして，重れて皆様の御手奄煩にして

朝鮮慶州に如斯古蹟あるこざ為會員諸兄

に御招會被下れるならば，小生の歓び1

れに過ぐるもQは御座居まぜん・

　下に氏の御調査被下ましナここピを，氏

の返信の圭」爲記致しておきます・但し

氏のお手紙に依れ憾認録その他によっ
て，專門家以外のものが，知り得ろこれ

が最上であろtのこごです・

　當地にある曙星墓ほ薪羅第二十七世，

善徳女王の
時，（日本，一華

明天皇四，

唐，貞襯六）

に築かれ六東

洋最古の天丈

感冒測蔓ご呼ば

れ・方形の地

覆石の上に圓

筒形に花崩岩

（全部ル積み

上げ，頂上に

二重の井桁な

置き，盤渉央

南面の方形に窓あり・総高さ二十九尺

鯨，下裡十七尺，威望の廣さ方入尺五
寸，石暦に二十七段あり・内音Kは軍に一

の登窯に過ぎすして何等の設備なし恰も

地下に堀下げすこる井戸々地上に引揚げれ

るが如し・場所に新羅叢書Ut±th・却ち月

城の西北部小旦離にて現在ある道路に添

ふてるろ・（5月23日大山督）

　　　　　大阪　よ　り

　出本一浩様

　おかげにて大略市岡女學校七夕祭記念

天文幻燈講演な果し申し候．同校でば祭

埴な設け・七夕々飾り，果瓜其他を供へ

られ，著しき七夕氣分画現匡されナこる匡

嬉しく感ぜられ申候・講話の内容に七夕

の図説の大要ピ天界一行見物ざして幻燈

紹介ななし，多少天界の趣味と了解な進

め得’rこかt信じ申候・大要御報告た無ね

て御便宜な與へられ旧る事な深く感謝申

上議・（8月12日津田雅之）

　　　　　奉天　よ　り

　駒木俊馬様

　御機嫌ようしうございますか’やつヒ

奉天まで槻測為終りましナこ・次は熊岳城

にi躍ります・今迄の支那語し工詣り役にナこ

ちまぜんです・一度車やのま遠ひで附驕

地外につれてゆかれ日本人匡一人も冠す

支那人iz［澤山集ろで困つナここEがありま

す・（秋葉冤次郎）


